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     淡路島 松帆銅鐸は出雲と同じ鋳型の兄弟銅鐸 国生神話の出雲・淡路は強い結びつき   

     淡路と島根の銅鐸が同型…作られたのは、どこ？ 鋳型の記号一致   2016.10.14. 

淡路の松帆銅鐸は出雲と兄弟銅鐸銅鐸  国造り神話の国 出雲と淡路とは強い結びつきが考えられ、また、この二つの国間

にある播磨野播磨風土記にはヤマト連合と在地の勢力との接触&抵抗を示す「妻問い-印南別嬢の抵抗」伝承が記載されている。  

この時代、初期ヤマト王権誕生にこれらの国がどうかかわり、どんなドラマが展開されていったのか・・・・興味は尽きない。 

新聞で報道された 兄弟銅鐸のニュース。新聞切り抜きで、整理して まとめました。。 

 

 昨年４月に兵庫県南あわじ市で見つかった紀元前３～前２世紀（弥生時代前期末～中期初頭）の松帆銅鐸７個のうち 

１個が、直線距離で約２００キロ離れた島根県雲南市の加茂岩倉遺跡で２０年前に出土した銅鐸３９個の中の１個と同 

じ鋳型で作られた「同笵（どうはん）銅鐸」であることが１４日、南あわじ市教委などへの取材で分かった。 

関係者は「銅鐸の製作地や当時の流通ルートを知る手がかりの一つになる」とみている。 

同笵銅鐸と判明したのは、松帆銅鐸の３号銅鐸（高さ３１・５センチ）と加茂岩倉遺跡の２７号銅鐸（同３１・４センチ）

で、３号銅鐸の胴体部分の左下に「王」、２７号銅鐸には同じ部分に「土」という漢字に似た盛り上がった記号があった。 

同じ鋳型で作られた際についたとみられ、鋳造時につく細かな傷の位置なども一致した。 

加茂岩倉遺跡は、１カ所での銅鐸出土数が全国最多。大半が中型（高さ約４５センチ）の内側に小型（同約３０センチ）の 

銅鐸を収めた「入れ子」状態での埋納法だった。松帆銅鐸も３組６個が入れ子状態で見つかった。 

今年２月には２号（高さ２２・４センチ）と４号（同２２・６センチ）が、江戸時代に淡路島で発見され、南あわじ市の日

光寺が所蔵している「中の御堂銅鐸」と同笵銅鐸であることが判明している。 

難波洋三・奈良文化財研究所客員研究員は「当時から広い範囲で銅鐸が流通していたことが明らかになった。 

銅鐸の製作地を考える上でも重要だ」と話している。 

                        

 

島根県雲南市の加茂岩倉遺跡で発見された「２７号銅鐸」     加茂岩倉遺跡の２７号銅鐸と同じ鋳型で作られたことが分かった、 

  （文化庁所蔵、島根県立古代出雲歴史博物館提供 ）       「松帆銅鐸」の３号銅鐸。「王」のような記号がある 

                     2016.10.14.  産経West より 新聞ニュース切り抜き  

次ページに さらに 2016..10.27.神戸新聞朝刊1面 & 27面に掲載された記事を追加掲載しました 

【参考】  【和鉄の道・ Iron Road by Mutsu Nakanishi】  

  大和の進出による新旧勢力交代による 国づくりの始まりを示すのか  ???    

「伊弉諾神宮 国生み神話の島」 淡路島で 大量の埋納銅鐸出土 2015.5.20.  

   国譲り神話の出雲の大量の埋納銅鐸出土（加茂岩倉・荒神谷遺跡）とそっくり 

    ■ http://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/iron11/1506doutaku00.htm 

    ■ http://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/2015iron/15iron10.pdf 

http://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/iron11/1506doutaku00.htm
睦夫
スタンプ

http://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/2015iron/15iron10.pdf
中西睦夫
スタンプ



 

         

【補追 参考】 

2016.10.27.神戸新聞に本

ページの記事が掲載されま

したので、追加しました。 

参考まで 

 2016..10.27. 

 神戸新聞朝刊 

 1面& 27面掲載記事 


